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は じ め に

校 長 松 田 聡

本校は、昭和３年に秋田県中央地区の産業教育（主に農業）を担う高校として創立され、令和

４年で創立９４年目を迎えました。これまで２万名を超える卒業生を輩出しており、その多くは、

農業分野を始めとする様々な分野において、秋田県を支える人材として活躍しています。また、

秋田県の農業高校の中心校として、授業や実習を通しその専門性を高め、さらには文武両道を実

践しながら地域連携・地域貢献など、特色ある教育活動に取り組んでいます。また、数年間の構

想を経て、いよいよ来年度から校舎改築工事が始まります。次世代型の農業教育を実践し、新し

い秋田の創造に貢献する人材の育成に資する教育活動の充実を図って参ります。

さて、昨今、授業においては、「主体的・対話的で深い学び」の重要性がうたわれ、その実現

に向けて授業改善が求められております。ここでいう「主体的」「対話的」「深い学び」を実現

するために、どのような点を意識すればいいのでしょうか。

「主体的」ということについてですが、生徒が「どうしてこうなっているのだろう。」「この

仕組み（メカニズム）はどうなってるのだろう。」と思わせるきっかけが必要です。さらにいっ

たん考えたこと、閃いたことをあとから振り返り、自分のもの、つまり、経験値として蓄積して

いくことが大切なのではないでしょうか。問題解決のために、粘り強く学習に向かうこと、そし

て、学習の後には、それまでの学びを振り返り、次の学習につなげていくことができるようにす

ることが大切です。

「対話的」ということについてはH28の中教審答申では、対話の相手は「生徒、教師、地域の

人、先哲」とありますが、場合によっては親や兄や姉でもいいのではないでしょか。大切なのは、

他者との対話で、自分だけでは気づくことができない難しい気づきを経験することです。また、

本校では現場見学やインターンシップなど、その道の専門の方々との交流の場が豊富です。自分

より上のレベルの人との交流の機会は大変貴重なので、積極的に対話をしていくことも大切です。

そのような人との対話を経て学びが生まれると考えます。

「深い学び」にについては、京都大学の松下佳代氏の言葉（2016）を借りると、「学習の深さ

は、アプローチの深さに大きく影響される。浅いアプローチでは『授業で求められることをこな

すこと』が目標なのに対して、深いアプローチでは『意味を追求すること、概念を自分で理解す

ること』に焦点が置かれる。具体的には、概念を知識や経験に関連付ける、共通するパターンや

根底にある原理を探す、（中略）などの活動により、学習を深めることができる。」とあります。

授業計画では、それまでその生徒にはなかった新たな資質・能力を育むことができるようにする

ことが大切です。簡単なことではありませんが、我々教師は日々研鑽を積み、自信をもって授業

に臨むようにしたいものです。

本研究年報は、本校における日常のありのままの実践記録ですが、本校の教員の明日からの授

業実践や指導に結びつき、また同時に、これからの研修の広がりと深まりに結びつくものと確信

しております。そして、この実践や取り組みが本校生徒の学ぶ力をより一層高めていくものと期

待しております。
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令和４年度研究年報 文部科学省指定「地域との協働による高等学校教育改革推進事業(プロフェッショナル型) 

 

縮減社会を生き抜き、あきたの未来を創造する新たな農業高校成長モデルの研究開発 

～社会に開かれた教育課程の実践と、地域定住人材の育成を目指した取組 

ならびに評価、生徒の変容について～ 

 

秋田県立金足農業高等学校 

教 諭  照 内 之 尋 

 

１ 文部科学省指定（2020-2022）「地域との協働による高等学校教育改革推進事業」の概要 

（１）研究の背景と目的・目標(ﾃﾞｰﾀは 2015 ｾﾝｻｽより、数値の比較は 2010との５年間比較による) 

社人研の試算によると、秋田県は全国最大の人口減少率（41.2％）と、それに連動するかたち

で、減少する農家数（18.4％減の 48,900戸）は、本県の基幹産業である農業の危機的状態を意味し

ている。これら本県が抱える人口減少社会と、今後ますます拡大するグローバリゼーションとイノ

ベーションに対し、「秋田型農業成長モデル」の開発を通じて地域課題を発見し、協働しながら課題

解決に取り組むことができる人材の育成を図る。また持続可能な地域社会の構築や、Society 5.0

に対応できる資質・能力を身に付けることを目的とする。これらを通じて次世代を生み育てイノベ

ーションを創出し、地域社会を支える地域定住人材の育成が目標であり最優先課題でもある。 

 

（２）研究の概要 

縮減社会に対応した「秋田型農業成長モデル」の研究開発を通じて、農業関連産業を変革するこ

とができる人材を育成する。産学官連携の「金農支援コンソーシアム」を構築し、地域のニーズを

教育活動に取り入れ、各機関の専門性を生かし、１「グローバルスタディ」領域、２「第４次産

業・農業革命」領域、３「ソーシャルスキルアップ」領域、４「地域一体型農業コミュニティ形

成」領域で、教科「農業」の各科目と学校設定科目との有機的融合を図り、地域に開かれたカリキ

ュラム開発を行う。また、プロジェクト学習法により地域の課題解決、商品開発、ＩＴ・スマート

農業の実践を取り入れた先進的技術の導入等を図り、成果を地域に普及させる。その研究成果を、

学校独自の金農総幸福量ＧＫＨ（Gross Kanano Happiness）指標を用いて、検証的に評価する。学

校設定科目「地域創生論（令和３年度開設）」、「社会起業家実践（令和４年度開設）」では、コンソ

ーシアムに属する機関や地域の関連産業等と学校との協働による講演や意見交換を通じて地域づく

りを行う態度や意欲の育成を目指す。これらの実践が遂行できるよう、カリキュラム開発を行う。

本事業への指導助言機関として、有識者から構成される運営指導委員会がその役割を果たす。 

 

（３）カリキュラム・マネジメントの推進体制 

校長を統括にあて「研究開発推進委員会」を設置。委員には教科農業、家庭のみならず普通教科

の教員も委員として配置し、多角的な見地ならびに教科間連携から研究開発を進めている。役割と

しては、主として、カリキュラムの編成を担う教務主任と、農場運営ならびに農業実習を司る農場

長が中心となり、カリキュラム開発に係る教務部ならびに、カリキュラム開発等専門家からの適切

な指導・助言等によって、教材の開発や評価方法の検討を行う。また、地域協働学習実施支援員が

コンソーシアムとの連絡・調整を行うことで円滑な事業の進展に期するものとなっている。 
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２．研究開発の内容 

（１）構想の達成手段としての４領域とその内容 

①グローバルスタディ領域 

世界化・グローバル化に対応するための領域であり、ＧＡＰ研修やＳＤＧＳ等グローバルスタ

ンダードから地域を見る目を養うことを主眼としている。 

国際教養大学講義(R3.11月)  SDGS親子ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ(R3.11月)  農業 Week視察(R4.10月) 

 ②第４次産業・農業革命領域 

大学や研究機関と協働し、スマート農業を実践することで高度な知識と最先端の農業技術を習

得するためのプログラムであり、地域の農業関連産業を変革させる意識・姿勢を醸成させる。 

ﾊﾟﾜｰｽｰﾂ実演研修(R2.11月)  ドローン技術講習(R3.9月)  スマート農業研修(R4.7月) 
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③ソーシャルスキルアップ領域 

長期インターンシップや六次産業化・現場視察等を通じて、社会性を身に付けるための高度化

社会人育成プログラム領域として設定している。 

造園業ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ(R2.11月)    秋田港湾視察(R3.7月)  ﾘﾝﾄﾞｳ生産農家視察(R4.9月) 

④地域一体型農業コミュニティ形成領域 

地域の少子高齢化にともない減少しつつあるコミュニティを持続するため、地域資源の活用や

地域の伝統文化の継承等を推進するプログラムとして設定した領域である。 

林野庁と協働の植樹(R3.10月)  東京大集中講義(R3.12月) 地域協働剪定ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ(R4.7月) 

 

（２）コンソーシアムの構築 

 コンソーシアムは８関係機関（秋田市、潟上市、大潟村、秋田県産業教育振興会、秋田大学、秋

田県立大学、金足農業高校、秋田県教育委員会）からなる協働体を形成し、その機関の代表者を顧

問と位置づけており、本研究開発における事業を円滑に行うための情報共有や研修の企画を行って

いる。コンソーシアムの構築に伴い、令和３年２月 17日には、産業教育に関して連携して研究する

とともに各種連携事業を行うことにより、地域の発展に貢献できる人材の育成に寄与することを目

的として、公立大学法人秋田県立大学との連携協力協定を締結し、地域産業の人材育成に加速度的

かつ手厚い支援体制を構築することができた。また、校内にカリキュラム開発等専門家と、地域協

働学習実施支援員を配置（両者ともに非常勤として配置）することで、カリキュラム開発や評価手

法の検討・確立、受入企業との連絡調整など事業の円滑な運営や支援体制の強化に寄与している。  

外部指導組織としては運営指導委員会を設置し、事業の計画や進捗、研究成果などに関して指導

助言、評価を行っている。運営指導委員会は、学校教育及び大学等の研究関連並びに農業関連の有

識者７名（委員長は富士大学学長の岡田秀二氏）で構成され、委員会を年間２回開催している。 

 

（３）学校設定科目「地域創生論（2年次）」と「社会起業家実践（3年次）」の開講 

 本事業に伴うカリキュラム開発と、社会に開かれた教育課程の実現に向けて、令和３年度に学校

設定科目として「地域創生論」を開講した。地域の実態を理解するとともに、地域課題は何か、課

題解決のための政策はどのようなものかを的確に理解することを目的としている。授業の内容とし

ては、年間 15名程度外部講師を招聘し、オムニバス方式で講演・講義を実施している。 

また、本講座は地域への公開講座として位置付けていることもあり、地域住民からの聴講希望や
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問い合わせも多く、その余波は地域のみならず全県にも広がりを見せ効果を上げている。 

昨年度に引き続き、令和４年度には３年生を対象とした「社会起業家実践」を開講している。こ

の授業の目的は、環境問題や地域再生をはじめ、社会的課題を解決するための手段のひとつとし

て、ソーシャルビジネスの考え方や手法について学習し実践する科目である。 

〔生徒の学びとその変容（定性評価より一部抜粋）〕 

・この地域で自分に何が必要とされているのか、自分は何ができるのかについて考えたい。 

・少子高齢化が進むこの秋田で、自分が社会を変えられるのであれば挑戦したい。 

・ずっと住んでいるから見えないものがある。幼い頃から親しんでいるから気づけない魅力がある

ことをこの事業を通じて改めて考えさせられた。地域の産業を知る契機となった。 

地域ブランディング論(R3.6月)   クマとの共生社会（R3.6月） キノコによる地域活性(R4.6月) 

 

３ 研究成果の検証と評価 

（１）高校魅力化評価システムによる評価 

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティングが考案した外部評価であり、アンケート結果により生

徒の資質・能力を「見える化」するものである。５つの観点（①生徒の学習状況、②地域の学習

状況、③生徒の能力認識、④生徒の行動実績、⑤生徒の満足度）を４つの資質・能力（①主体

性、②協働性、③探究性、④社会性）で構成している評価指標である。同一学年の生徒を３年間

評価することで、その変容を図ることが可能であることから、調査対象は本事業が採択された令

和２年度入学生を対象とし、現３年生の意識、資質・能力の変容を数値で表している。 

（２）金農 Value Rubricによる評価と分析 
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本事業にて身に付けさせたい８つの資質・能力について評価基準を定め、ルーブリックによる

自己評価を実施している。また、「最も身に付いたと思われる力」に関しては、評価の高い項目

順に①創造力、②思考力、③改革力となっている。一方、教職員を対象とした調査では、本事業

を通じて「自身の資質・能力が向上した」「授業の質が向上した」といった教科指導において授

業改善が図られている点が強調される結果となっている。 

 

（３）金農総幸福量ＧＫＨ （Gross Kanano Happiness）の指標開発に向けて 

主として心の豊かさや幸福感の尺度を測定する本校オリジナルの取組として、「金農総幸福量

GKH（Gross Kanano Happiness）」を取り入れ評価した。①心理的な幸福、②自然環境、③健康・

福祉・生活、④教育、⑤地域・産業・文化、⑥時間の使い方、⑦コミュニティの活力、⑧良い統

治、⑨安心・安全の９分野を、生活上の「生きがいの柱」とし、それぞれの分野から合計 50 項

目の関連する質問を構成した指標である。回答の尺度をポイント化しその平均値をＧＫＨとし

て算出した結果と、その分析は次の通りである。 

ＧＫＨのポイント評価について正規分布において２年次では個人と向き合う悩みなどの大切
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な時間もあり、１年次よりポイントの散らばりが見られているが、最終学年で成長につなげる重

要なプロセスの集大成として平均 3.9 の評価となり、３年間の活動の中で協働的に友人と資質

を高めあったことが見て取れる結果だと示唆される。ＧＫＨ４～５ポイントの生徒層では、前年

比＋10.2％となり、２年次で悩み苦しんだ時間を経て最終学年で揺り戻し自己評価を高めてお

り、地域や人との関わりで心を揺さぶられた生徒が多かったと同時に、自分の物差しでの幸福感

や豊かさなど新しい価値観が高まり、地域との協働を大切に生き抜く覚悟ができたと推察でき

る。一方、ＧＫＨ１～３ポイントの生徒層を見ると、最終学年の３年間で＋33％となり、地域協

働の活動を通して受動的学習から能動的学習ができたという自己評価に加え、課題山積のこの

秋田で生き抜こうとする姿勢や、金農での粘り強い体験を経て卒業後社会で豊かさや幸福感を

感じて生活ができていくものと捉えている。 

 

４ 成果と課題ならびに今後の方向性について 

３年間の事業を経て得たものとして、１つは地域に対する価値観の変化があげられる。あらた

めて地域を知る、地域産業を知ることで地域の魅力や地域産業への理解を深めることができた。

また、地域の方々との協働により地域の住む方々の価値観を共有することで、郷土愛の大切さを

再確認することができたと考えている。さらに、ＧＫＨでも見たように生徒の学習環境の評価は

概ね良好であり、地方で生活していてもオンライン学習等を通じてハンデなく学習環境が充実

していることが分かり、個々の幸福感や豊かさを実感できていることが数値上から読み取るこ

とができた。今後の方向性については、３年間の事業が終了することで国からの予算もなくなる

ものの、引き続きコンソーシアムを継続することで地域社会との繋がりを堅持し、国や県等の

様々な事業にアプライし切れ目のない支援を得ながら、専門高校はその特徴でもある「地域にあ

って地域と共に歩み、プラットホーム形成の拠点」となるべく変貌しつつあるものと考える。 



 

 

２ 校内職員研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和４年度 校内職員研修会 実施要項

１ 目的 研修を通じ、社会の変化に即した教師の力量を高める。

２ 日時 令和４年６月２４日（金）１３：３０～１４：４５（７５分）

３ 会場 本校会議室

４ 講師 秋田県総合教育センター

支援班 指導主事 加藤 しお子 先生

５ 対象 全職員

６ 内容 「多様な児童生徒の学びを支える授業（特別支援教育の視点から）」

７ 研修次第

（１）講師入室

（２）講師紹介及び挨拶（校長）

（３）講座

（４）質疑応答

（５）講師退室

８ その他

・会場設営 PC、プロジェクタ－、スクリーン等必要物品は、前日もしくは当日午
前中に会議室に準備する。

７
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３ 校内一斉授業研究会 
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令和４年度「校内一斉授業研究会」実施要項

１ 目的 総合教育センター、秋田西高等学校、近隣中学校と連携し、「生徒の言語活動の充実」、

および「生徒自らが課題を発見し解決を図る授業展開を工夫する」という視点から職員

の授業力の向上を図る。

２ 期日 令和４年１１月８日（火）

３ 授業者・教科・科目等

授業者 教科（学科） 科目 授業クラス 単元

浅沼 宏明 理 科 生物基礎 ２年 L組 体液濃度の調節

（造園緑地科）

森合慎一郞 農 業 果 樹 １年 B組 結果調整

（生物資源） (生物資源科)

小玉美香子 家 庭 子どもの発達と保育 ２年 H組 子どもの生活

（生活科学） (生活科学科) 生活と養護

４ 指導助言者

理 科 総合教育センター 教科・研究班 指導主事 田口 峰子 先生

農業（生物資源） 高校教育課 指導主事 丹 啓記 先生

家庭（生活科学） 総合教育センター 教科・研究班 指導主事 部谷 靖子 先生

５ 当日の日程

５校時まで ～１３：５０ ※４５分授業

帰ＳＨＲ １３：５０～１３：５５ ※研究授業クラス以外

清掃放課 １３：５５～

校外参加者受付 １４：００～１４：２０

６校時 １４：２５～１５：１５（５０分） 研究授業

（帰ＳＨＲ １５：１５～１５：２０ ※研究授業クラス）

放課後 １５：３５～１６：２５（５０分） 研究協議会（科目別）
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理科（生物基礎）学習指導案 
                        日   時：令和４年１１月８日（火）６校時 
                        ク ラ ス：秋田県立金足農業高等学校 ２年 L組 
                        指 導 者：浅沼 宏明            
                        使用教科書：新生物基礎（第一学習社）       
                            
 
１ 単元名 
植生と遷移 

２ 単元の目標 
ここでは、陸上には草原や森林など様々な植生がみられ、それらは不変ではなく、長期的には移り変わって

いくことを理解させる。 
３ 単元と生徒 
（１）教材観 
 遷移については、火山噴火などの後の裸地に始まり,草原を経て森林に至るモデル的過程を扱うこと。その際,
遷移の進み方は必ずしもモデルどおりではないことに留意する。植生の成り立ちに光や土壌などが関係するこ
とについては,例えば,森林内の光環境と植物の光に対する特性に注目したり、土壌の発達段階に注目したりして,
遷移に伴う植生の変化をとらえるようにする。 
また、植物の環境形成作用に触れる際には,植物体の枯死体や落葉落枝によって土壌が形成されることなどを

例とする。 
（２）生徒観 
 ２年 L組の生徒は、学習内容の説明や問いに対して、積極的に質問ができるなど、生物基礎の学習に対し
て、意欲的であると言える。しかし、知識や考察した内容について他の生物現象と関連付けて考える力や単元
間の繫がりなど、俯瞰的な視点へ思考を接続することが苦手である。 
（３）指導観 
 本単元では、植生の種類を理解し、そのなかの「森林」における光との関係を学習する。また、代謝を学ぶ
際に、独立栄養生物における「光合成」と「呼吸」について理解をしている。本時では、この２つの知識の関
係を思考し、光と光合成、呼吸のグラフから植物の生育を考察し陰生植物と陽生植物の違いを理解させたい。
また、陰生植物の特性についての言語活動を ICT機器を活用することで生徒の学習意欲を喚起したい。 
 
４ 評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

・生物の多様性と生態系
に関する事象について関
心をもち，意欲的に探究
しようとするとともに、
科学的な見方や考え方を
身に付けている。  
・植生と遷移について関
心をもち、意欲的に探究
しようとする。 
 
 

・光の強さと光合成速度
の関係のグラフを理解
し、陰生植物が光が弱い
ところで枯れずに 生育
する理由を表現してい
る。 
・陸上には草原や森林な
ど様々な植生が見られ、
それらは不変ではなく、
長期的に移り変わってい
くことを考察し、導き出
している。 

・生物の多様性と生態系
に関する事象について観
察、実験などを行い，基
本操作を習得するととも
に、それらの過程や結果
を的確に記録、整理し、
科学的に探究する技能を
身につけている。 
・植生と遷移について観
察、実験、資料収集など
を行い、基本操作を習得
するとともに、それらの
過程や結果を的確に記
録、整理している。 

・生物の多様性と生態系
に関する事象について、
基本的な概念や原理・法
則を理解し、知識を身に
付けている。 
・陸上には様々な植生が
見られ、植生は長期的に
移り変わっていくことを
理解し、知識を身につけ
ている。 
 

 
５ 単元の指導計画 

時間 学習内容 評価規準 

  ①関心・意欲・態度 ②思考・判断・表現 ③観察・実験の技能 ④知識・理解 

１ 植生 ○   ○ 

２本時 植生と環境  ○  ○ 

３ 植生の遷移  ○ ○  

４ 先駆種、湿性遷移、ギ
ャップ 

○ ○   

 
６ 本時の計画 
（１）ねらい  
 光の強さと光合成速度の関係のグラフを理解し、陰生植物が光が弱いところで枯れずに生育する理由を「光
合成」と「呼吸」の関係性から、説明を ICTを活用し１００文字で表現させる。 
 
 
 



14 
 

（２）展開 

段階 学習活動 指導上の留意点 評価 

導 
入 
５ 
分 

 
 
 
１ 前回の授業から、森林におけ
る高木層以外の植物が弱光でも枯
れずに生きていける理由を考え
る。（プリント記入→隣と相談→
指名２人） 
２ 光合成と呼吸の関係について
の復習をする。 
 
 

 
 
 
 
 
 
・生徒が、「弱光でも生育できる」戦略の１つ
として「陰生植物」があることを説明する。 

 
 
 
 
 
 
 
 

展 
開 
35
分 

 
 
 
３ 光の強さと光合成速度の関係
のグラフについて、光が０、光補
償点、光飽和点において呼吸速
度、光合成速度、見かけの光合成
速度について考察する（プリント
に記入→隣と相談） 
 
 
４ 陽生植物と陰生植物について
の光の強さと光合成速度の関係の
グラフを見て、どちらが陰生植物
であるか、考察する。（プリント
記入→隣と相談→クラスルームス
トリームに投稿→良い意見をプリ
ントに記入→答えを記入） 
 
５ 陽葉と陰葉について葉の大き
さと厚さを考察する。（プリント
に記入→隣と相談） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・陰生植物は呼吸速度が小さいことで、効率よ
く弱光でも生育できることを、グラフを使っ
てを説明する。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま 
と 
め 
10
分 

６ 陰生植物が弱い光で枯れない
理由を１００文字でまとめる。ま
た、今日の授業の疑問を１つ見つ
ける。 
 
７ 確認テストを解いて、クラス
ルームで自己評価・採点をする。 
 

・評価規準を理解させるために、評価の要素で
ある「陽生植物と陰生植物の比較」と「呼吸速
度」、「光合成速度」について触れることを説
明する。 
 
 

光の強さと光
合成速度の関
係のグラフを
理解し、陰生
植物が光が弱
いところで枯 
れずに生育す
る理由を表現
している（ク
ラスルームの
課題） 

 
７ 目指す生徒像 
 グラフを自らの力で思考し、対話を通した意見交換によって論理的な理解ができ、それを言語表現できる生
徒 
 
８ 協議の視点 
（１）光の強さと光合成速度の関係のグラフの見方の定着ができているか？ 
（２）発問は生徒の意欲関心を高めているか？ 
 
 
 
 

学習課題 光が弱くても枯れにくい陰生植物の性質を「光合成」と「呼吸」で説明しよう 

発問 森林の低木は光が弱いのにどうして枯れない？ 
 

発問 陰生植物はどっち？ 
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３－１）理科 研究協議会

１．授業者から

いつも生徒も私も消化不良で終わるので流していたが、今日の授業の仕込みには２時

間かかった。今までの授業の中でも良かった。生徒は、理解に時間はかかるが、興味関心

が高く、授業していて楽しい。反面、堪え性のない生徒もいるので、テンポの良さを心が

けている。前回はあまりよくなかったので、今日はよく耐えてくれた。粘り強くやれる子

は粘ってやってくれた。

２．グループの発表等（成果・課題・改善点等）

①生徒に身に付けさせたい資質・能力を明示して、学びのプロセスを明確にして生徒に

見通しを持たせているか。

成 果：電子黒板に大きく明示されていたところが良かった。黒板右にも内容が明示

されており、生徒は安心して取り組めた。グラフを読んで仮説を考えさせ、

見通しを持たせながら学習に取り組めていた。

課 題：作業時間の明示方法（残時間）の検討。人の前で話すこととタブレットに打

ち込むこととのバランスが難しい。

改善策：残時間の明示について、タイマーやアニメーションの活用ができるのではな

いか。

②課題解決に向けて思考を深められるように発問および授業の展開の工夫をしている

か。生徒の言語活動はどうか。

成 果：考え、話し合い、発表するというプロセスが盛り込まれている。ストリーム

で投稿した意見を見られるというところが良い。即時性があることによる効

果も期待できる。

課 題：生徒が思考している時間に常に声掛けをされていた。タイミングが大切なの

ではないか。ボリュームが多かったのではないか。

改善策：効果的なアプリケーションも検討してみてはどうか。

③生徒が学んだ内容に対して自覚し、新たな課題発見につながるような効果的な振り返

りの充実を図っているか。

成 果：模範解答や生徒の回答を明示したことによって共有できた。クラスメイトの意

見と自分の意見を短時間で比較できた。確認テストまできれば、なお良かった

のではないか。

課 題： 文章を入力する生徒に偏りが生じやすい。何人かの意見を黒板に表示させて

も良いのではないか。
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３．指導助言者から(秋田県総合教育センター 教科・研究班 指導主事 田口 峰子)

・言語活動の充実が図られた授業であった。発問ごとにプリントに記入してよく話し

合せ、生徒が互いに相談して、発言する機会も適切に取り入れられていた。今回は

１００文字にまとめるまで至らなかったが、自分の意見を振り返り、理由をもとに

説明する機会が設けられていた。

・目指す生徒像について、そこに到達できるように練られた授業であった。

・ ICT も効果的に使用されていた。グラフを拡大して見せていて、見るポイントを絞
っていたのが分かりやすかった。プリントに書かせ、写真を撮ってアップさせる授

業も見たことがある。一長一短あるが、言語活動させること自体が目的とならない

ように注意が必要である。その結果、どのようなねらいを達成、資質能力を身に付

けさせるのかを心がけていただければと思う。

・生徒自ら今日の授業の中で疑問を１つ見つけ、そこで挙がった疑問を次の時間に展

開するというという授業構成は大切である。今回は最後までいかなかったので残念

だった。

・導入部分で、今日の展開は生徒の実体験に沿ったものだと思う。造園緑地科という

ことで、木に触れるときに今日の授業が生かされ、繋がるのではないだろうか。探

求の過程を丁寧に、知的好奇心が課題として設定されるような、また課題の把握の

段階である自然現象への気づきが課題解決に繋がるような授業展開を期待したい。
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   教科【農業】 科目【果樹】 学習指導案 

 
                               日 時：令和４年１１月８日（火） 
                               指導者：森合慎一郎（金足農業高等学校） 
                               教科書：果樹（実教出版） 
                               対 象：生物資源科１年Ｂ組（３４名） 
                               単位数：１単位 
 
１．単 元 名 第２章 果樹の生育と栽培環境 １ 果樹の生育と生理 ⑥果実の成熟 
 
 
２．単元の目標  
  観察や実験・実習を通して、果樹の特性と栽培環境の相互関係から果樹の生育と環境の調節
について理解させ、果樹生産に関する科学的な見方と実践力を育てること。 

 
 
３．指導観 
  本校の｢教育目標｣及び｢本年度の重点目標｣に則り、指導観を設定した。 
 
・金足農業高等学校の教育目標 

  教育基本法の精神に則り、農業教育を通じて広く豊かな人間性をはぐくみ、実践力と創造  
 力に富む人材を育てる。 
 
・金足農業高等学校｢令和 4年度の重点目標｣ 

  １ 基本的な生活習慣の確立と社会性の育成 
 ２ キャリア教育の視点に立った確かな学力の育成と進路目標の達成 
 ３ 専門教育の深化と充実 
 ４ 部活動の強化と充実 
 ５ 安全で安心な学校づくりの推進 
 ６ 学校改革の推進と学校組織の活性化 

 
・金足農業高等学校生物資源科の指導目標 

  農業に関する知識と技術を習得させ、継続的かつ安定的な農業と社会の発展を図るスペシ 
 ャリストとして必要な能力・態度を育てるとともに、時代の進展に対応できる人材を育成する。 
 
 
４．教材と生徒 

教材について、果樹の生理特性について基本的な知識を身につける。その知識は栽培技術や
各品目を学ぶ際の土台となる部分のため、皆が理解できるような指導が求められる。 
生徒について、本クラスは農業に対する興味・関心の高い生徒が多いことから、意欲的に学

習に取り組むことができる。特に、実験・実習においては積極的に学ぶ姿勢が見られる。学力
優秀な生徒も多いが、論理的思考力についてはまだまだ未熟である。 
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５．指導計画 
（１）評価規準（単元の到達目標） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（２）単元の全体計画（総時間数 １０時間） 

評価規準 

【Ａ】知識・技術 【Ｂ】思考・判断・表現 【Ｃ】主体的に学習に取
り組む態度 

果実生産の特性と栽培技
術について理解するとと
もに、関連する技術を身に
付けることができる。 

果実生産の特性と栽培技
術に関する課題を発見し、
科学的な根拠に基づいて
創造的に解決することが
できる。 

果実生産の特性と栽培技
術について自ら学び、主体
的かつ協働的に取り組む
ことができる。 

主な学習活動 到達点・指導のポイント・留意点 時間 
配当 

評価の
観点 

果樹の生育と生理 
果樹の生育とその一生 
根・枝・葉の成長 

果樹の成長の仕組みを理解できる。また、光合成と
呼吸のはたらきについても問題形式で学習するこ
とで持っている知識を引き出す。 

１ Ａ 

果樹の生育と生理 
葉芽や花芽の文化と発達 

花が咲かないと実がならないという原理を理解し
たうえで花芽分化をするための管理方法について
考えることができる。ヒントを与えながら疑問を
投げかけるよう意識する。 

１ Ｂ 

果樹の生育と生理 
開花と結実 

果樹の種類や品種によって受粉の種類に違いがあ
ることを理解する。ただ覚えさせるのではく、果樹
園に植えている果樹を例に出す。 

２ Ａ 

果樹の生育と生理 
果実の成熟 

追熟の実験を行い、自らの仮説が正しいのか検証
することで論理的な思考をすることができる。 ２ Ｂ、Ｃ 

果樹栽培と環境 
生育と環境要因 

自然環境が果樹の生育に与える影響について理解
し、果樹にとって不適当な環境について考えるこ
とができ、どのような生育障害が起きるのか考え
ることができる。 

１ Ｂ 

果樹栽培と環境 
生育と水、生育と栄養 

水と栄養の必要性について十分に理解し、生産安
定・高品質果実を作るには何が必要なのか考える
ことができる。 

２ Ｂ 

果樹栽培と環境 
生育と土壌 

農業と環境で取り扱う内容だが、実際に土壌の観
察を行ってみる。 １ Ｃ 
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３－２）農業（生物資源科）研究協議会

１．授業者から

果樹をはじめて学ぶ生徒のため、果樹の面白さや楽しさを授業で伝えたい。

本日の授業は、パソコントラブルなどがあり生徒に申し訳なかった。だが、前回の授業

で宿題として出していた実験結果の予想と予想理由がしっかりしていて本当に驚いた。

時間配分の甘さで最後各班に結果を発表させられなかったことも反省点だったが、班の

中では良く発言できていたと感じる。

全体の反省として時間配分が大きな課題になったと思う。皆さんの意見を頂いて成長に

繋げていきたい。

２．グループの発表等（成果・課題・改善点等）

＜ 1 班＞
○視点１ （生徒に見に付けさせたい資質・能力を明示。学びのプロセスを明確にして生

徒に見通しをもたせているか。）

・結果を予想させることで前回の授業との繋がりがみえた。

○視点２ (課題解決に向けて思考を深められるように発問及び授業展開の工夫をしている

か。生徒の言語活動はどうか。)

・実際に試食したことで楽しい雰囲気の授業になっていた。

・考察や結果の発表をもっと複数人にさせることでより充実した言語活動になるのでは

ないか。

・検証の時間などを明確に設定できると各班の結果発表をする時間がとれたのではない

か。

○視点３ （生徒が学んだ内容に対する自覚をし、新たな課題発見につながるような効

果的な振り返りの充実を図っているか。）

・グーグルフォームなどを使用して振り返りのアンケートを取ると良い。

○討論

授業者：アドバイスを積極的に取り入れてグーグルフォームなども活用しようと思った。

参加者：実際にグーグルフォームを使用しているが、とてもスムーズに進む。

参加者：授業終わりに 4 段階の理解度チェックをしているが、パーセンテージで表示す
ることによって生徒の気合いにも繋がっている。

＜２班＞

○視点１

・予習を指示していたため始めの考察の部分がスムーズに進んでいて良かった。

・本時の目標の提示の仕方が少し不自然

○視点２

・しっかりと意見が出ていて生徒の言語活動ができていた。

・ノートが経験を元にうまくまとめられていて良かった。

・試験区が混ざってしまっていたため、混ざらないように開ける順番を指示した方が

良い。また、成熟の順番で開けさせるとより良い。

・りんごの品種をせっかく分けたのに、比較せずに終わってしまっていた。
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○視点３

・この時間で 1 番伝えたかったことは何だったのかを明確にすると良い。
・他の班の発表も聞けたら良かった。

○その他

・電子黒板と黒板の使い分け

○討論

授業者：普段は電子黒板のみを使用しているため、黒板を使うタイミングをうまく判断

できなかった。リンゴの品種比べをさせたかったが時間がなくてそこまでたど

り着けなかったのが反省点。

参加者：本時の目標を自らの考えの発信としていたため、その点はクリアできていた。

だが、本当にその目標で良かったのか考えどころ。

＜ 3 班＞
○視点１

・授業の流れが明確で良かった。

・導入の時間が長い。

○視点２

・五感をつかった授業だったため、生徒もインプットしやすかったと思う。

・もう少しグループ内で考察の話し合いをさせることができたら、全体で発表しなくて

も生徒の言語活動の充実に繋がったのではないか。

○視点３

・振り返りの時間が短かった。この時間をもう少し取れたらもっと深い学びになったの

では。

○討論

授業者：導入部分がだらっとしてしまう癖があるのだが、皆さんはどうしているか。

参加者：実験内容は分かっているため説明を少し削るといい。もう少し淡々と。

参加者：実験結果の予想をすぐに円グラフにして表したのは良かったと思う。

参加者：キウイフルーツの品種も混ざっていたため、キウイフルーツの条件もしっかり

揃えるべきだった。

参加者：人の感覚だけでなく、糖度計や硬度計を使うと良かったのでは。

３．指導助言者から（高校教育課 指導班 指導主事 丹 啓記）

今回の校内一斉授業研究会は勉強になることが多かった。とてもレベルの高い課題であ

ったため、達成するには学科・農業部・学校などの組織単位で取り組むべき。せっかく

の機会なのでそこをこれから取り組んでほしい。 主体的な授業にするには、「興味」「見

通し」「粘り強さ」「振り返り」この４つのキーワ

ードが重要だと感じる。
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令和４年度「校内一斉授業研究会」 

子どもの発達と保育 学習指導案 

                        日時 令和４年 11 月８日（火）３校時  

                        場所 被服室 

                        クラス ２年 生活科学科 生活福祉コース（２３名） 

                        授業者 小玉 美香子 

１ 単元名 子どもの保育  

【学習指導要領 内容（４）子どもの保育】 

２ 目 標 子どもの発達を促すための保育の必要性と意義を理解し、保育の目標に応じた基本的な保育技術を

身に付けさせる。 

３ 生徒と単元 

    生活科学科 生活福祉コースで学ぶ生徒である（女子２３名）。中には保育系進学希望者もおり、多くの

生徒が保育分野に興味・関心を持ち「子どもと関わるのが好き」とする一方で、子どもと関わることが苦

手であると答える生徒も２０％程いる。子どもと関わることが苦手という理由は、「こちらの予想と違う

ことをする。」「なぜできないのか、どういえばいいかわからない。」といった理由を挙げ、子どもとの関わ

りに不安感があることが伺える。本単元では、保育の意義や保育環境が及ぼす影響、保育の適時性、心身

の発達に応じた保育等について、１年次で履修した「家庭総合」「Ａ 人の一生と家族・家庭及び福祉」 

（３）子供との関わりと保育・福祉を想起させ、系統立てて展開する。また、新型コロナウイルス感染症

拡大により、従来行われてきた保育園実習が中止となり、子どもと関わる機会が極端に減って来ているこ

とを踏まえ、小単元３「保育の方法」では、ロールプレイングを取り入れ、生徒の気付きを引き出せるよ

うにする。コロナ禍における限られた環境下で可能な学習展開を工夫し、子どもとの関わり方などについ

て主体的に考え、将来子どもの発達や子育て支援に寄与する能力や態度を育てたい。 

４ 評価規準 

関心・意欲・態度（A） 思考・判断・表現（B） 技能（C） 知識・理解（D） 

 保育の意義と目標、保育

の方法や環境などについ

ての関心を持ち、主体的に

学習に取り組んでいる。 

子どもの保育について、具体的な事

例を通して課題を見いだし、その解決

を目指して思考を深め、心身の発達に

応じた指導方法を適切に判断し、表現

している。 

保育の目標に

応じた基本的な

保育技術を身に

付けている。 

保育の意義と目標、

保育の方法や環境など

についての知識を身に

付けている。 

 

５ 指導計画（１０時間 本時５／１０時間） 

次 指導項目 

（時数） 
学習活動 評価方法 

評価の観点 

A B C D 

１ 保育の意義

と 重 要 性

（２） 

・演習を通して、保育の意義を考える。 

・事例を基に大人の働きかけや多様な環境から受ける影

響、保育の適時性について考え、まとめる。 

ワークシート 〇   ○ 

２ 家庭保育と

集 団 発 育

（２） 

・様々な保育環境の特徴や役割を確認する。 

・現代の子供や子育て環境に関する事例を基に、保育環

境を計画的に構成することの必要性を考える。 

ワークシート 

定期テスト 

○ 〇  〇 

３ 保育の方法

（本時 

１／６） 

・健康と安全性への配慮や、好ましくない感情・行動の統

制などの保育において必要な基本的事項を確認する。 

・ロールプレイングを通して、心身の発達等に応じた指

導方法について具体的に考える。 

行動観察 

ワークシート 

定期テスト 

○ 〇 〇 〇 
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６ 本時の計画  

（１）ねらい【評価の観点】   

・ロールプレイングを通して、心身の発達に応じた適切な保育のあり方を考え、まとめることができる。 

【思考・判断・表現】 

（２）本時の学習展開 

時間（分） 学習内容・活動 指導上の留意点 評価の観点 

導 入 

(３） 

１ 本時の目標を確認する。 ・役になりきれるように、な

るべくリラックスした雰

囲気をつくる。 

 

 

展 開 

（４２） 

２ 保育者の役割を確認する。 

 

３ ロールプレイングを行う。 

（１）２歳児の保育園での様子を映像で確認す

る。【個】 

 

（２）「同じクラスの子どもにおもちゃを投げつけ

る」子どもと保育者になり、演じてみる。 

【グループ】 

 

（３）代表の班の事例を見て、気が付いたこと等

をプリントへ記入する。【個】 

 

４ 子どもへの関わり方を考える。 

（１）映像の続きを視聴し、幼稚園教諭の対応を確

認する。【個】 

 

（２）保育者としての対応のポイントをプリントに

記入し、発表する。【個→全体】 

 

（３）ロールプレイングを振り返り、保育者として、

どのような関わり方が重要であるか考える。 

  【個】 

 

 

・生徒の気付きを引き出す

ために、年齢の想定を明確

にして示す（２歳児程度）。 

映像資料：NHK 高校講座

家庭総合 

・本時のねらいを踏まえ、保 

育者役は、「親」の立場を 

想像して演じる必要があ 

ることを伝える。 

 

 

 

・振り返りの視点を明確に

するために、映像にでてき

た「子どもの好ましくない

行動」の統制が重要である

ことに触れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇子どもの情

緒が安定等、

心身の発達に

応じて適切な

保育のあり方

を考え、まと

めている。

（Ｂ） 

・行動観察 

ワークシート 

まとめ 

（５） 

５ 本時の学習を振り返り、プリントにまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の目標：心身の発達に応じた適切な保育のあり方を考え、まとめることができる。 
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子どもの発達と保育 11月８日（火）    年   組   番  氏名                

 

 

授業テーマ「心身の発達に応じた適切な保育のあり方を考えよう」 

 

１ それぞれの立場で考えてみよう。 

  

（１）○を付けてみよう。 
私は、「 同じクラスのこどもにおもちゃを投げつける子ども  ・ 保育者 」を担当します。 

  

 （２）気付いたことを書きだしてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 事例をみて、保育者の関わり方のポイントを見つけてみよう。 

 

 

 

 

 

４ 心身の発達に応じて適切な保育のあり方を考えよう 

（１）「同じクラスの子どもにおもちゃを投げつける」子どもへの、保育者の関わり方のポイン 

トを書き出してみよう。 

 

 

 

 

  

（２）自分が考えた関わり方で、子どものどのような事柄が育まれるか、考えたことを書こう。 

 

                                                 

 

                                             

 

                                                 

 

                                             

                                           
検印 

・保育者の気持ち 

 

 

 

 

・子どもの気持ち 

 

 

 

 

・その他 
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３－３）家庭（生活科学科） 研究協議会

１．授業者から

今年度は保育園実習がなく、生徒が子どもと関わるときにどのようにしたらよいかを

考えてほしいと思い、本授業を展開した。例年、保育園実習に行くと、子供と関わり、

感想を書いて終わることが多いが、一つのケースを想定して、ロールプレイングを実

施することで「自分だったらどんな保育をするのか？」を想像することができた。

２ H は引っ込み思案の生徒が多く、グループで考える、役を演じるのは苦手である。
それを踏まえ、普段の授業から導入等で手遊びを入れるなど「子どもの気持ち」を感じ

させる場面を設定している。その結果、積極的に活動に取り組めるようになった。

生徒は子どもについて考えていたが、深く理解するところまでいかなかった。話し合

いの場面を設定して、理解を深める事ができたらよいが、発言が少ないことを考慮し、

プリントを書くことで対応した。次の授業でプリントを活用して、振り返りをしたい。

想定していない解答があり、本時の目的からズレる生徒もいた。今後の授業では質問

等の言葉選びが重要であると感じた。

２グループの発表等（成果・課題・改善点等）

１班（金足農業高等学校）

ロールプレイングで保育者、２歳児の立場を演じるのはおもしろい授業だった。ロー

ルプレイングの後に生徒の気持ちを共有化する場面があれば、さらに意味のある活動

になったと思える。また、生徒が自分の思いを言語化できるのかを意識したら生徒の

力を育てられると思う。

２班（金足農業高等学校）

導入で前時の振り返りをすることで生徒は授業にすんなり入れた。また、本時の活動

を提示することも効果的であった。ロールプレイングで役を演じることで、生徒の新

しい能力や資質を発見できるとも感じた。最初は恥ずかしがっていたが、やっている

うちに慣れてきており、授業の雰囲気づくりがよく、生徒と教師の信頼関係ができて

いると感じた。 数名の発表があったが自信がないように見受けられたので、聞かせる

ような発表ができればよいと思う。教師の説明の際に、生徒とのやりとりがあっても

よかったと思う。また、教師が指名してからの発表だったので、生徒が自発的に発言

する場面も欲しかった。さらに生徒が発表したものを可視化できれば理解も深まっと

思う。今回の授業は１時間でなく、２時間でじっくりと展開した方がもっと深まって

のではないか。「接し方でこの子の何を成長させられるのかが？」の問いは印象的で

あった。

４班（家庭科）

ロールプレイングの実施は難しいが、スムーズに移れるような手立てが丁寧に実施

されていた。特に目を瞑って集中させる手立てはすばらしい。本時のねらいと外れる

生徒もいたので、適切なアドバイスする場面があってもよかったかもしれない。ロー

ルプレイングで盛り上がっていたが、生徒がどのような気持ちで役を演じていたのか

を聴きたいと思った。
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プリントを上手にまとめられる生徒であった。もし可能であればクロームブックや

電子黒板を使用し、みんなで意見を見ればよいと思った。最後のまとめはハイレベル

であり、３（１）は本時の内容とし、３（２）は次の時間でやってもよいかもしれな

い。

５班（家庭科）

生徒の発表や活動に取り組む様子から授業への安心感が伝わってきた。

授業の概要の説明が効果的であった。ロールプレイングの前に注意点等を伝えてい

たので、スムーズに活動へ入ることができた。しかし、「今日のロールプレイングでは

これをやって欲しい」という学びの意図を付け加えた方が良かったかもしれない。ま

た、なぜ２歳児を設定したのかという説明も欲しかった。

安心して授業ができる仕掛けが多く、生徒は活発に活動していた。ロールプレイン

グの設定は２歳児よりも大人っぽい気がした。もう少し２歳児の定義をはっきりした

方が良いかもしれない。プリントに一生懸命に取り組んでいたが、共有する方法があ

ればよい。例えば ICT の活用、発言を残すなどの共有する方法の工夫があればいい。
振り返りで３（２）が深く考えさせられる問いであった。３（２）を中盤に持って

きて、もう一度ロールプレイングを実施するなどの展開の工夫も考えられる。

３．感想・質問

なし

４．指導助言者から（秋田県総合教育センター 教科・研究班 指導主事 部谷 靖子）

コロナ禍で保育実習がない状況である。生徒が子どもの実態を知るために映像資料や

ロールプレイングを取り入れるなど、積極的な授業であった。クラスの雰囲気がよく、

ロールプレイングは本来、取り組みにくい活動であるが非常に熱心であった。普段の授

業のあり方が見えた。

研究のテーマと照らし合わせて、授業を見直して改善案を述べたい。生徒が課題を発

見する場面があったのだろうか？と思う。VTR の場面で設定できたのではないだろうか？
例えば、子どもがぐずるシーンで「なぜこんな行動をするのか？」と主なるテーマを設

定できたのではないか。 「なぜ２歳児はこんな行動をとるのか？」と問いを作り、「保

育者はどうすればいいのか？」という授業展開ができたのではないか。

授業の展開についても考えることができたのではないか。VTR を見た後にロールプレ
イングを実施したが、「なぜ２歳児を演じるのか」といったところに焦点を当て、予測さ

せる場面を設けてもよいのではないか。教科書を活用して、予想し、それをもとにロー

ルプレングを実施させれば理解が深まったかもしれない。

指導上の留意点は「親の立場を考えて」とあるので、２歳の立場に焦点化する必要は

あったのか。「これから考えるのは親として子供をどう育てるのか？」と提示して、ロ

ールプレイングを実施していれば目標と生徒の理解にズレがなくなったのではないかと

思う。また、「親としてなので、こんなふうに関わるのかな」と思考が深まったかもし

れない。それを共有し、VTR で解答を見て、また思考を深めることができたと思う。
まとめの３（２）は深い思考を求める内容であった。授業の展開でここをまとめにす

るとどこを評価したのかとなる。適切なあり方をまとめることが本時のゴールなので、
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３（１）で終えることがよかったのではないかと思う。また、６時間の１時間目である

ことも留意してもよかったのではないか。３（２）があるとないで授業の焦点がズレる

こともある。

生徒の発言を聞いたときに、既習事項を活用して答えているのだろうなと思った。「ダ

メなことはダメだと教える。」というのは VTR で出ていない。既習事項の方が強く出て
いる。このことから効果的に VTR を使えていない。２人目の生徒が「認めてあげる」
と発言しており、これこそが本時のねらいを達成している。本時のねらいは「心身の発

達に応じた」であり、２歳であることや５歳児との比較などを取り入れ、の根拠をもと

に発言できるようになってほしい。

「子どもの発達と保育」は家庭総合の上にに学ぶものであり、保育従事者の育てる意味

合いが強いことを踏まえて、授業を作成してほしい。

次年度の新教育課程では、さらに保育従事者の色合いが濃くなる。単純に「親と子ど

も」の関わりだけでない。

疑似体験的な授業は効果的である。今後発展させて欲しい。家庭科のネットワークや

他教科との意見交換を踏まえて、授業改善に取り組んでほしい。



 

 

４ 秋田県総合教育センター       

B講座 
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令和４年度 講座Ｂ－１ 

「各教科等の指導における資質・能力の育成に向けた 言語活動の充実」を受講して 

 

秋田県立金足農業高等学校 教諭 山崎 隆之 

 

研修期日：令和４年９月８日（木） 

研修場所：秋田県総合教育センター 

研修内容：〈講義〉 

言語活動を位置付けた指導の実際① 

      秋田県総合教育センター 指導主事 物部長幸 

    〈協議・演習〉 

言語活動を位置付けた指導の実際② 

      秋田県総合教育センター 指導主事 物部長幸 

      秋田県総合教育センター 主任指導主事 藤谷  寛 

    〈公開講演〉 

各教科等の指導における資質・能力の育成に向けた言語活動の充実 

秋田大学大学院教育学研究科 教授 成田 雅樹 

 

Ⅰ 「言語活動の充実」の背景 

   言語活動の充実が提起された三つの重要な契機  

   ①「学力」に関する国際的な動向の変化 OECD 

     １９９０年代頃から、海外では資質・能力ベースで教育が論じられることが急速に広がった。 

ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）では、主要能力として、単なる知識や技能だけではなく、技能 

や態度を含む様々な心理的・社会的なリソースを活用して、特定の文脈の中で複雑な課題に対 

応することができる力を、これからの社会で求められる力として提示した。 

    

②国内外の学力調査の結果 PISA 

     読解力の捉え方の変容 ～ＰＩＳＡ調査の読解力の定義から～ 

    自らの目標を達成し、自らの知識と可能性を発揮させ、社会に参加するために、テキストを理 

解し、利用し、評価し、熟考し、これに取り組むこと。とされている。 

    

③平成１９年（２００７年）の学校教育法の改正 

     こうした背景の中で、「知的活動（論理や思考）の基盤であるとともに、コミュニケーション 

や感性・情緒の基盤でもあり、豊かな心を育む上でも、言語に関する能力を高めていくことが 

重要であるとされ、「言語活動の充実」が平成２０年に告示された学習指導要領においても掲げ 

られた。」 

         ↓ 

   「平成２０年 学習指導要領」において「言語活動の充実」を重視 

 

Ⅱ 「学習指導要領」と「言語活動の充実」 

  ①学習指導要領（平成２０年版）における「言語活動の充実」 
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    各教科等の指導に当たっては、生徒の思考力、判断力、表現力等をはぐくむ観点から、基礎的・ 

基本的な知識及び技能の活用を図る学習活動を重視するとともに、言語に対する関心や理解を深

め、言語に関する能力の育成を図る上で必要な言語環境を整え、生徒の言語活動を充実すること。 

 

  ②学習指導要領（平成３０年版）における「言語活動の充実」 

    言語能力は全ての教科等における資質・能力の育成や学習の基盤となるものである。 

    資質・能力の育成に向けて「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善 

   各教科等において通常行われている学習活動（言語活動、観察・実験、問題解決的な学習など） 

の質を向上させることを主眼とするものであること 

 

Ⅲ 言語活動の設定のポイント 

  ①国語科を要とし全教科で行う 

    言語能力を育成するためには、第一章総則第三の一（２）や各教科等の内容の取り扱いに示す 

とおり、全ての教科等においてそれぞれの特質に応じた言語活動の充実を図ることが必要である 

が、特に言葉を直接学習対象とする国語科の果たす役割は大きい。（中略）国語科を要としつつ教 

育課程全体を見渡した組織的・計画的な取組が求められる。 

   

  ②「手立て」としての言語活動 

    「言語活動の充実」自体が目的ではなく、目標は各教科等の目標を実現することが資質・能力 

の育成へとつながる。そのための目標実現に向けて適切な言語活動を設定する。 

「言語活動」＝「手立て」 

 

  ③思考力・判断力・表現力等を育む学習活動の例 

   ・体験から感じ取ったことを表現する 

   ・事実を正確に理解し伝達する 

   ・概念・法則・意図などを解釈し、説明したり活用したりする 

   ・情報を分析・評価し、論述する 

   ・課題について、構想を立て実践し、評価・改善する 

   ・互いの考えを伝え合い、自分の考えや集団の考えを発展させる 

   以上を各教科等の目標や特質に応じて具体化する 

 

感想 

 今回の研修で最も印象に残ったのは、物部指導主事の講義と、午後からの演習です。講義では、言語

活動＝国語科、英語科が担っているのではなく、全ての強化で行うことと、活動の内容は会話だけでな

く与えられた情報から、必要な情報を取り出し分析することも言語活動に含まれており、本校で力を入

れている「課題研究」の取組が果たしている役割も非常に大きいことが理解できた。午後からの講義で

は、中学校の先生方を含めた様々な教科の先生方と情報交換することができた。出席者の中で農業科の

教員は私一人であったが、普通教科の先生方に農業高校の「課題研究」についてたくさんの質問をいた

だき、演習の場で長時間本校の取組を紹介することができた。公開講演の内容も非常に興味深く、全て

を紹介することはできませんが、興味のある先生方はお声がけください。とても充実した研修会でした。 
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令和４年度講座 B-９ 

「これからの運動部活動の在り方」を受講して 

教諭 大島 俊也 

１ 研修の目的 

 運動部活動運営に関する国や県の 

 

２ 研修・講座内容 

令和４年５月２０日（金） 

① 運動部活動の現状と今後の展望 

秋田県教育庁保健体育課 副主幹  野中 仁史 先生 

秋田県教育庁保健体育課 指導主事 佐藤 幸彦 先生 

② 運動部活動の教育的意義 

秋田県教育庁保健体育課 副主幹  野中 仁史 先生 

秋田県教育庁保健体育課 指導主事 佐藤 幸彦 先生 

 ③運動部活動での事故防止と応急手当 

  秋田大学大学院医学系研究科 准教授 奥山  学 先生 

 

３ 研修・講座を受けての感想 

「運動部活動の現状と今後の展望」では、部活動の実践において、各学校では競技力だけ

でなく、人間性や社会性を育てること、主体的・対話的で深い学びを意識して、部活動指導

に望むことが求められていると学んだ。部活動を取り巻く環境はめまぐるしく変化してお

り、運動部活動における指導方法も変化が求められている。その変化に対応するためにも指

導者自身が常に学び続けなければならないと感じた。 

「運動部活動の教育的意義」では、近年、部活動への社会的な注目が高まっていることを

踏まえ、部活動の課題やこれからの部活動の在り方について学んだ。 

『運動部活動運営・指導の手引』では「合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進」が求

められており、その実現のために「適切な指導」「自主的、自発的な活動の推進」「指導者の

資質向上」「生徒のニーズを踏まえた環境整備」が必要であることも学んだ。 

 「運動部活動での事故防止と応急手当」では、運動強度と風邪のリスクや運動時の栄養補

給のタイミング、緊急時における ABCDE アプローチなどについて学んだ。 

正しい知識を身につけ、適切な処置を行うことで、部活動における事故を防止することが

できる。部活動指導者は競技の専門的な指導力だけでなく、医学的知識を学んでいく必要性

があると学んだ。 

 



 

 

５ 個人研修 
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初任者研修講座を受講して 

 

教諭 森合 慎一郎 

１ 研修・講座内容 

「授業実践研修」 

 

  教科【農業】 科目【果樹】 学習指導案 
                               日 時：令和４年１０月６日（木） 
                               指導者：森合慎一郎（金足農業高等学校） 
                               教科書：果樹（実教出版） 
                               対 象：生物資源科２年Ｂ組（３４名） 
                               単位数：１単位 
 
１．単 元 名 第６章 ナシ ２ 生育のすがたと栽培管理 ② 栽培管理 
 
２．単元の目標  
  ①ナシの各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身につけるようにす 

る。 
  ②ナシの栽培、管理・評価に関する課題を発見し、科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養 

う。 
  ③ナシの栽培、管理・評価について自ら学び、主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 
 
３．指導観 
  本校の｢教育目標｣及び｢本年度の重点目標｣に則り、指導観を設定した。 
 
・金足農業高等学校の教育目標 

  教育基本法の精神に則り、農業教育を通じて広く豊かな人間性をはぐくみ、実践力と創造力に富む 
人材を育てる。 

 
・金足農業高等学校｢令和 4年度の重点目標｣ 

  １ 基本的な生活習慣の確立と社会性の育成 
 ２ キャリア教育の視点に立った確かな学力の育成と進路目標の達成 
 ３ 専門教育の深化と充実 
 ４ 部活動の強化と充実 
 ５ 安全で安心な学校づくりの推進 
 ６ 学校改革の推進と学校組織の活性化 

 
・金足農業高等学校生物資源科の指導目標 

  農業に関する知識と技術を習得させ、継続的かつ安定的な農業と社会の発展を図るスペシャリスト 
として必要な能力・態度を育てるとともに、時代の進展に対応できる人材を育成する。 

 
４．教材と生徒 

教材について、ナシの栽培管理について基本的な知識を身につける。その知識は実践に応用が利くた
め、知識の定着と自ら考えて答えを導き出す力が求められる。 
生徒について、本クラスは農業に対する興味・関心の高い生徒が多いことから、意欲的に学習に取り

組むことができる。学力優秀な生徒も多いが、発言する人は固定されていて積極性に欠ける態度も見
られる。 

５．指導計画 
（１）評価規準（単元の到達目標） 

 
 
 

単
元
の
評
価
規
準 

評価規準 

【Ａ】関心・意欲・態度 【Ｂ】思考・判断・表現 【Ｃ】技能 【Ｄ】知識・理解 

自ら学び、主体的かつ協
働的に取り組もうとして
いる。 

ナシやそれに関わる栽培
技術について課題を発見
し、合理的かつ創造的に
解決する力を身につけて
いる。 

ナシの栽培管理に関わる
技能を身につけている。 

ナシの栽培について
体系的・系統的に理
解している。 
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（２）単元の全体計画（総時間数 ８時間） 

（３）本時計画 （ ５ ／ ８ ） 
本時の目標 
高齢化に適したナシの管理方法を考えることができる。 

 学習活動 学習形態 
生徒の思考の深ま

り 
指導の手立て 評価の観点 

導入 
１０分 
 
 
 
 

・前時の確認 
 
・本時の学習内容の確認 
 
・摘果とは何かについて答え
る。 
 
・摘果する理由を答える。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

スライドで提示
する。 
 
 
摘果とは何か質
問する。 
 
摘果の意味を考
えさせ、発表さ
せる。 

 
 
 
 
 
 

展開 
３５分 

・管理作業と高齢化問題 
 
・本時の目標の提示 
 
 
 
 
 
 
・高齢者が作業に苦労すること 
 
 
・高齢化に対応したナシの管理
作業 
 
 
 
 
・仕立て方の工夫 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
グループ 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者の視点にな

って解決策を考え

ることができる。 

高齢化社会にお
ける管理作業の
大変さについて
写真を見せて考
えさせる。 
 
 
 
 
 
 
グループを作る
ように指示をす
る。 
 
理由も考えるよ
う指導する。 
発表者の意見に
対 し て 共 感 す
る。 
 
従来の栽培方法
と現行の栽培方
法を比較するた
めの写真を提示
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【思考・判断・
表現】 
・的確な理由 
解決手段の説
明ができてい
るか。 
・発表の仕方 
わかりやすい
言葉で説明で
きているか。 

本時の振
り返り 
５分 

・本時のまとめ 
 
・次時の学習の内容の確認 

  
 

振り返りシート
を記入し、プリ
ン ト を 回 収 す
る。 

 

主な学習活動 到達点・指導のポイント・留意点 

時
間
配
当 

評価の観点 

栽培上の特性と品種 
栽培の現状と特性 

品種やその特性に興味や関心を抱き、栽培の現状を理解するこ
とができる。 

１ 
【Ａ】
【Ｄ】 

栽培上の特性と品種 
種・品種の選び方 

栽培目的に合ったナシの品種を選ぶことができる。 １ 【Ｂ】 

生育のすがたと栽培管理 
生育のすがた 

栽培における 1年の流れを把握することができる。 １ 【Ｄ】 

生育のすがたと栽培管理 
栽培管理 

美味しいナシを作るために必要な栽培管理について自ら考え、
意味を理解できるように指導する。 

４ 
【Ｂ】
【Ｃ】
【Ｄ】 

収穫・選別・出荷・貯蔵 収穫や出荷の方法を学び、加工や流通について考えさせる。 １ 【Ｂ】 

本時の目標：高齢化に適した管理方法を考えることができる。 

発問：高齢者に優しい果樹栽培とは？ 



33 

【協議】 

協議の視点として教えすぎない授業の展開を意識して授業に挑んだ。授業全体の中で生徒自らが問いを発す

ることができているかどうかというのを中心に見ていただいた。 

１）板書について 

・電子黒板の長所は数字や画像など視覚的にインパクトは強い。生徒の興味や関心を引きつけられる内容だっ

た。そのほかに生徒の意見を拾う際には黒板も利用したらどうか。電子黒板と黒板の両方使って授業してみて

はどうだろうか。 

２）生徒との関わり 

・生徒とうまくコミュニケーションがとれていた。生徒の板書の進み具合を確認しながら、生徒の足並みを揃

えて授業をしっかり展開できていた。生徒を受け身にさせずに良いタイミングで声がけを行い、授業参加を促

していた。普段の授業から真剣に生徒と向き合っている先生の人間味の感じられる授業だった。 

３）導入 

前時の復習は関係のない単元であればやらなくても良かったのではないか。また、「ペアで確認してみて」な

ど生徒を動かす工夫があってもよかったのかもしれない。 

４）教えすぎない授業について 

２年 B 組の生徒は答え(先生から)を待っている状態である。この後正解が出てくるとわかっていては自らの

問いは出てきにくい。これを改善するには知識を教える授業した後に考えて答えを導く授業につなぐことが

できれば自発的な問いを発するのではないか。 

 

【感想】 

私の研修のために１日かけていただき本当に充実した時間を過ごさせていただきました。総合教育センター

菅原英明指導主事、高校教育課の丹啓記指導主事にはお忙しい中、私の授業の指導をしていただき本当にあり

がとうございました。私自身とても緊張していましたが、自信を持って授業を行うことができました。しかし、

まだまだ生徒に助けられているような授業していたと感じましたし、掲示物の工夫やはっきりとしない導入

など反省する点はいくつもありました。特にこの授業で意識したのは教えすぎない授業についてでした。どう

しても職業柄教えすぎてしまっているのではないか、教えすぎて生徒の思考の幅を狭めてしまっているので

はないかと感じることがあり、協議の視点としてこのテーマにさせていただきました。自発的な問いを発して

答えを導き出せるような授業づくりは普段の授業から意識しないとできないと思います。今回の授業実践研

修で知識を教えることが自発的な問いにつながることを学びました。今までは、知識も何も与えずに生徒に考

えさせてやっていた部分があったので反省しました。この経験を忘れずに「知識からの思考」を意識して授業

づくりに今後も励んでいきたいです。 

教員として足りない部分を成長させられるように今回の反省を生かしていきたいです。生徒が楽しい、もっ

と学びたいと思うような授業を作っていきたいです。今後の授業で生徒の深い学びにつながるように初任者

研修で学んだことを今一度復習して、生徒と向き合っていきたいです。
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実践的指導力向上研修講座（高等学校８年目）を受講して 

 

教諭 大島 俊也 

１ 研修・講座内容 

Ⅰ期 令和４年６月１５日（水） 

①挨拶 

秋田県総合教育センター 副主幹  田中 紀和 先生 

②不登校の未然防止と対応 

秋田県総合教育センター 指導主事 小野寺 祐 先生 

 ③社会に拓かれた教育課程の実現に向けて-社会教育主事の職務と役割- 

  秋田県教育庁生涯学習課 副主幹  佐々木達也 先生 

④学校組織の一員として-自己理解に基づく目標設定- 

秋田県総合教育センター 指導主事 八栁 英子 先生 

⑤カリキュラム・マネジメント 

秋田県総合教育センター 指導主事 小松田哲也 先生 

 ⑥研修の振り返り 

 

Ⅱ期 令和４年８月８日（水） 

①授業評価による継続的な授業改善 

 秋田県総合教育センター 指導主事 八栁 英子 先生 

②研修の振り返り 

 

２ 研修・講座を受けての感想 

Ⅰ期の「不登校の未然防止と対応」では、社会的自立を目標とし、きめ細やかな指導を充

実させることが必要であると学んだ。「学校組織の一員として」では、自らの資質や力量を

理解し、学校や地域、生徒が学校教育に求めていることを実現するために力を発揮する必要

があると学んだ。「カリキュラム・マネジメント」では、教科や学年といったつながりを意

識することが重要であると学んだ。また、多様化する社会において、学校に求められること

が多くなることが予想されており、カリキュラム・マネジメントを意識して働くことがこれ

から必要であることも学んだ。 

Ⅱ期では、授業ＤＶＤを視聴し、「知識の活用をつなげるための問いを設定する必要性」

について協議を行った。他教科の視点からアドバイスをいただき、今後の授業改善への糸口

を得ることができた。教科における研修では、単元で授業を考え、知識習得と活用をバラン

ス良く考える必要があり、「授業を通じて、何を身につけさせたいのか」というゴールを明

確にすることが最も大切であると学んだ。 

実践的指導力向上研修講座を受講して、学校組織の一員として自覚を持って、働くことが

必要であると感じた。教科だけでなく、学校や地域社会に求められることを考え、これから

の学校教育をよりよいものにするために、自分自身のスキルや知識を高めていきたい。 
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深い学びの実現のための ICT活用 

中村  東 

秋田県立金足農業高等学校 

 

１ 授業の構想 

(1)対象生徒 

第3学年 環境土木科 34名 

 

(2)単元名 

数学Ⅱ 三角関数 

 

(3)授業の概要 

三角関数の単元の総まとめとしての授業である。

単元で学んだ内容を基に、現実世界において起こ

った問題を、三角関数とICTを活用して解決する。 

授業は2時間で構成しており、公開授業はその

うちの1時間目である。 

① 1時間目 

イージス・アショアのずさん報道の新聞記事か

ら、仰角に誤りがあることと、誤りの検証に必要

な情報を読み取ることで、生徒自らが問題を設定

する。 

得られた情報を基に ICTを活用することで、正

しい仰角を求め、記事の誤りを明確にする。 

 

② 2時間目 

1 時間目に検証した内容ついて、なぜこのよう

な誤りが起こったのか原因を検証する。次にこの

誤りが誤差ではなく重大な誤りであることを読者

に伝わるように表現する。 

 

(4)授業構想のプロセス 

【初期構想】 

公開授業のテーマ「ICTを活用した深い学びの

ある授業」を基に、ICT を活用するための授業で

はなく、深い学びの実現のために ICTがどのよう

に活用できるかを提案できる授業を構築する。 

さらに、算数・数学の問題発見・解決の過程

(図1)を重視した授業の具体化を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1 算数・数学の問題発見・解決の過程 

(中央教育審議会, 2016) 

 

特に高等学校数学科において、この「算数・数

学の問題発見・解決の過程」のうち、特に日常生

活や社会の事象を数学化する過程（A1）や得られ

た結果を活用したり意味づけたりする過程（D1）

を意識した授業事例は多くなく、挑戦する価値が

あると考えた。 

数学の授業の中で ICTを活用することで、現実

の世界の問題解決に数学がどのように関わってい

るのかを経験させる。このことによって、数学の

持つ有用性や学ぶ意義を実感させる授業を目指す。 

①  授業の題材と展開の決定 

題材として、令和4年度大学入試共通テストへ

の出題でも話題となったイージス・アショアの配

備に関する報道を取り上げることを決定した。 

以前、イージス・アショアに関する記事をモチ

ーフにして「共通テストを意識した問題」として

学校の定期考査に出題した経験がある。作問の経

験から、この記事は数学を現実の世界の問題解決

へ活用した事例として、優れた教材であると考え

ていた。今回はこの記事を教材とした授業を展開

することに挑戦することとした。 

生徒に一人一台配備された Chrome book で

Google Earth等を活用することで、防衛省の発表

した資料の誤りを検証し、新聞記者が記事を書き
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上げるまでの経験を追体験する授業構想とした。 

現実に起こった問題を題材にするに当たって、

明確な問題文を設定せずに、実際の資料や新聞記

事を生徒に読み取らせる。読み取った情報を基に、

問題が何であるかを生徒自身が設定することから

始める授業とする。これは数学における言語活動

を意識している。 

授業の最後には、記事の指摘する誤りが、いか

に重大な誤りであったかを表現させることとする。

具体的には、自分がこの新聞記事を書いた記者な

ら、この誤りの重大さをわかりやすく読者に伝え

るにはどうするかを考え発表させる。 

この活動は、特に図1の「算数・数学の問題発

見・解決の過程」の D1 にあたる、数学の世界か

ら現実の世界への「活用・意味づけ」を意識して

いる。現実の世界の事象を授業で扱うに当たって、

現実の世界の問題を数学の世界で解決するだけに

終止せず、数学の世界で得られた結果を現実の世

界にフィードバックするこの「活用・意味づけ」

にあたる過程を含む授業事例は少ない。そのため

本授業においてこの過程を含む授業を実現する価

値は非常に高いと考えた。 

新聞記事を提示するに当たって、オリジナルの

資料では仰角が書き込まれているが、本授業では

仰角が図のどこに相当するか作図することも目標

とすることにし、図に関しては作り替えを行うこ

ととした。 

この段階で、すべての内容を1時間の授業に収

めるには時間的に厳しいことがわかった。特に後

半のD1「活用・意味づけ」に相当する活動を1時

間の授業の中で行うこと難しいと考えた。そこで

授業を2時間に構想し直し、そのうちの1時間目

を公開授業とすることに決めた。 

実際に起こったニュースを扱うに当たって、関

係する国や機関に対する批判ととられないように、

記事の中から名称を消したり、授業中の発言では

特定の名称を述べないようにしたりすることを心

がけることとした。 

② 模擬授業と授業検討会の計画 

授業をデザインするに当たって、秋田大学教育

文化学部の加藤慎一先生とその研究室の学生へ協

力をお願いした。 

 以下の予定で模擬授業を繰り返し、授業を練り

上げることとした。 

 

・高等学校第1学年生徒対象の模擬授業と授業検

討会 

・教育系の学部に在籍する大学生対象の模擬授業

2回と授業検討会 

・高等学校第2学年生徒対象の模擬授業と授業検

討会 

 

提案授業として多くの先生方に参観していただ

くに値する授業とするために、できるだけ模擬授

業の回数を多くすることで実践的な授業デザイン

を心がけた。 

模擬授業に関してはすべて撮影し、後日見直し

ながら改善点を洗い出し、次の模擬授業には改善

案を持って臨む様にした。 

学生向けの模擬授業に関しては、生徒役の学生

には検討会にも参加して頂いて意見を出してもら

った。さらに高等学校第2学年生徒を対象とした

模擬授業も参観して頂き、検討会にも参加しても

らった。また当日の授業では撮影に協力して頂く

など、積極的に授業デザインに参加して頂いた。 

③ 高等学校第1学年生徒を対象とした 

  模擬授業の実施(2022年7月15日(金)) 

現時点までの授業構想のうち、1 時間目のみの

模擬授業を行った。なお学生はこの後に模擬授業

の対象となるため、授業の内容を伏せるために今

回の模擬授業には参加させないこととした。 

生徒が授業者の予想以上にイージス・アショア

のニュースについて認識しており、導入を丁寧に

行ったことも功を奏し、高い関心を持たせた状態

で授業を進めることができた。 

生徒の新聞記事の読解について、授業者の予想

以上に早く、3 分ほどで一通り記事を読み終え、

問題解決に必要な情報も順調に発見し、発問に対

して答えることができた。 

その後の展開については、タイムマネジメント

の厳しさを意識してしまい、つい急いだ授業展開

となってしまった。発問について最初に発言した

生徒の解答を共有することで授業を進めてしまい、

理解が追いつかない生徒が存在することが大きな
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課題となった。 

ICTを使うが故に板書が不足していること、現

実の問題を扱うために関係者が近親者にいる可能

性があること、誤りを含む資料を提示した時点で

誤りに気づく生徒がいる等の改善点も明らかにな

った。 

Google Earthを用いた計測結果について、授業

者が想定していた約 10km ではなく 9.3km とい

う解答が大半を占めた。生徒は計測のスタート地

点を敷地の中央部ではなく、検索結果として出て

くる事務室をスタート地点として計測すると

9.3kmとなることがわかった。本番の授業でもこ

の値が計測結果として生徒から提示されることが

予想される。 

作り替えを行った図に仰角を書き込ませ、分度

器で測らせたところ、「確かに 15°だ」という生

徒のつぶやきが聞こえた。仰角を消した図を与え

ることは、生徒に疑問を持たせるのに有効だった

といえる。 

資料の提示について、Google Classroomにて配

布を行い、生徒は Chrome book の画面上で読み

取りを行わせた。当初は新聞記事の細かい文字の

読み取りに心配があったが、その点は問題なかっ

た。だが、机間巡視中の際に、教員側が生徒が今

どこを読んでいるのか、どの部分を重要だと思っ

ているのかといった生徒の思考が把握しづらいと

感じた。そこで生徒の思考を明確化させるために、

次回からは紙面で配布し、重要だと思われる部分

には線を引かせることで、教員側が生徒の思考を

読み取りやすくすることとした。 

初めて行った模擬授業のために反省点は多々あ

ったが、課題や修正点が明らかになった。撮影し

た授業を加藤先生と見返しながら一つ一つ改善案

を立てていった。課題となった部分については、

次回の学生対象の模擬授業までに修正を行うこと

とした。 

④ 教育系の学部に在籍する大学生を対象とした 

  模擬授業(2022年8月17日(木)・ 

  24日(水) 

2時間を通した授業を2022年8月17日(木)と

2022年8月24日(水)に行った。 

高等学校第1学年生徒向けの模擬授業の反省か

ら、生徒の大半が理解するまで授業を進めず、生

徒が答えを発言するまで待つこと、必要な情報を

その都度板書すること、などを心がけて授業を行

った。 

改善点に関しては以下のような点があげられた。 

生徒の発言や、授業の流れで重要な点を板書と

することで、格段に情報が把握しやすくなった。 

新聞紙面をICTでの配布から紙での配布に変更

し、重要だと思うところに線を引かせるようにし

たところ、格段に生徒の思考が把握しやすくなっ

た。 

Google Earth を用いた水平距離の計測につい

ては、1年生の模擬授業と同様に9.3kmという計

測結果が大半を占めた。 

新たな改善点として、以下のような点が発見さ

れた。 

新聞記事からの読み取りの時点で、検証に必要

な情報としてGoogle Earthが挙げられなかった。

生徒から発言がなかったものを教員から示したり、

無理に誘導したりしないことにしていたため、そ

のまま授業を進めた。そのため、Google Earthを

使うことに気づかない学生がいた。 

図に仰角を書き込ませコンパスで計測させたと

ころ、計測のスタート地点が明確でないために

13°という結果が出た学生がいた。そのため15°

との 2°の違いが記事の指摘する誤りであると勘

違いする場面があった。 

問題解決に必要な情報を発言させた際に、生徒

が「山の高さ」と答えたのを教師側が板書の際に

「標高」と書き換えたことについて、違和感を覚

えた、と学生から指摘された。 

検討会では学生から、この教材は時間をかけて

じっくり考えたい問題であり、できるだけ考える

時間をゆっくりとって生徒に考えさせたいという

意見も出された。改めてイージス・アショアの記

事が数学の教材として優れていることを確認でき

た。同時に、教材のよさが生徒に十分伝わるため

にも、時間的に余裕を持って授業する必要性を再

確認した。 

⑤ 高等学校第2学年生徒を対象とした 

  模擬授業(2022年9月26日(月)) 

これまでの検討から、このまま当日の授業を行
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える状態まで指導案の完成度を上げて授業に臨ん

だ。 

 生徒達が非常に意欲的に取り組んでおり、授業

は比較的予定通りに進めることができた。 

 大学生向けの模擬授業でも見られた、作図して

仰角をコンパスで測ると 13°となる生徒がいた

が、授業者側が想定していたためにあまり混乱は

しなかった。 

 Google Earth を用いた計測までは予定通り進

めることができたが、2 年生は三角比の授業を終

えてからのブランクが長かったために、タンジェ

ントの計算の部分で混乱が見られた。なんとか 1

時間目の時間内に仰角 4°まで求めることができ

た。 

 2 間目の授業を生徒対象に行うのは初めてで、

授業の意図が上手く伝わるか、どのような誤りに

ついて表現が出るのか不安があったが、思ったよ

りも順調に授業を進めることができた。 

 誤りが起こった原因について、生徒達同士で話

し合いながら原因を特定することができた。 

 誤りについての表現は、実際の新聞記事にもあ

るような図(図2)や、ユーモアを交えた表現(図3)

も見られ、非常に盛り上がった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3 

 

 授業の流れとしてはある程度完成していること

を確認できた。本番の授業に向けての修正点とし

ては「コンパスで測った仰角が13°と小さくなら

ないように、図の計測スタート地点を改善する」

「授業の時間短縮のため、授業内の確認の回数を

減らし、まとめて確認を行う」といった最小限の

変更にとどめることとした。 

 

２ 授業の実際(2022年10月12日(水)) 

残念ながら公務員試験受験等のために 10 名の

生徒を除く 24 名という少ない人数での授業とな

ったが、生徒は意欲的に取り組んでくれた。 

授業にはイージス・アショアのずさん報道の新

聞記事を実際に書かれた、秋田魁新報社の松川敦

志氏にも参加いただいた。 

模擬授業よりも順調に予定通りに授業を進める

ことができた。 

予想外だったのが、今までの模擬授業と比べて

新聞記事の読み取りに手間取ったことである。1･

2 年生と比べて記事読み取りが遅く、問題解決に

必要な情報をなかなか発見できなかった。 

Google Earthを用いての計測では、ネットワー

クのスピードが遅いために、教室に掲示されてい

た秋田県の地形図に定規を用いて計測を行った生

徒もいた。デジタルとアナログ両方からの計測結

果を得ることができた。 

3 年生の教室には地形図が貼られていることは

事前に把握しており、そのため授業者としてはこ

のような展開となることは期待していた。 

時間内にほとんどの生徒が正しい仰角 4°を求

めることができ、1 時間目の授業は無事に目標ま

でたどり着くことができた。 

2 時間目の授業では、生徒がなぜこのような誤

りが起こったのかの検証を行った後に、魁新報社

の松川氏から、どうやってこの資料の誤りに気づ

いたかについて実際の記事を書くまでの過程を紹

介していただいた。生徒達は高い関心を持って聞

いており、授業後の振り返りにも松川氏に対する

賞賛の言葉が多数見られた。 

誤りをわかりやすく表現する授業では、今まで



39 

 

の模擬授業で見られた様な表現(図 4)だけでなく、

このクラス独特な表現(図5)等も含まれており、発

表は非常に盛り上がった。 

 

 

 

 

 

 

 

図4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 

 

 授業後には生徒から非常に面白かったと複数名

から声をかけてもらう機会があり、準備を重ねて

行った意義を感じることのできる授業だった。 

 

３ 授業の成果と課題 

秋田大学の加藤先生および学生、そして本校の

生徒等たくさんの協力を得ながら模擬授業と検討

を繰り返すことで授業を形にすることができた。

授業者が一人で構想するのでなく、模擬授業を繰

り返すことで、授業者以外の視点からたくさんの

意見を頂きながら授業をデザインできたことが、

一番の成果であった。 

授業を受けた後の、数学を学ぶ意義や数学の良

さについての考えの変化についてのアンケートを

行ったところ、43.5%(10 名)の生徒が以前より強

く感じる、39.1%(9名)の生徒が以前より少し感じ

る、と回答している(図6)。 

 

 

 

 

 

 

 

図6 

 

変化がなかったと答えた残り 17.4%(4 名)の生

徒の事前調査の「数学を学ぶ意義や数学のよさに

ついて、あなたの考えを教えてください」への回

答を見ると、以下の通りである。 

 

・思考力の向上 

・多くのことに応用として使えること 

・答えが一個しかない 

・数学は苦手なのでよくわかんないです。 

 

上２つの回答に関しては、数学を学ぶ意義によ

さを元々感じていた生徒であったといえる。 

アンケート結果から、授業を通して数学を学ぶ

意義やよさを伝えることができたと考えている。 

課題としてはいくつかあげられる。 

授業検討を進めていくに当たり、最終的に一番

問題となったのはいかに 50 分の授業の中に納め

るかというタイムマネジメントの部分だった。も

し授業時間が 50 分でなく、もっと長い時間使う

ことができたら、よりよい展開の方法があったの

ではないかという思いが残っている。今回の提案

授業は 50 分の授業 1 コマまでの提案となってい

るために、その枠内でできる授業として2時間の

授業のうち1時間を公開授業として構想した。教

材の持つよさを考えると、もっと時間的な自由が

あれば、教員の介在を最小限にして生徒達だけで

問題解決するような授業展開もできたかもしれな

い。 

また、新聞記事や地形図の読み取りなど、国語

や地理的な要素を含んだ教材であり、今後は数学

だけでなく他教科との共同授業の可能性も考えら

れる。 

授業検討会においては発問についての準備不足

等が指摘された。高等学校教員だけの授業検討会
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では指摘されないような内容について、多数ご助

言を頂いた。私自身の今後の授業の改善点として

非常に有意義な検討会であった。あきた数学教育

学会の校種を超えた学会としての意義を改めて実

感できる授業検討会であり、授業者としてこのよ

うな機会を得られたことに大変感謝している。 

イージス・アショアのずさん報道に関しては、

改めて数学の教材としての有効性を確認できた。

特に秋田県においては地域の話題として、生徒が

強い関心を持って取り組める教材であった。授業

検討会に寄せられた意見では、様々な授業の展開

例があった。また検討会後には自分もこの教材を

使って授業をしたいというお話も頂いた。ぜひこ

の教材を使って、様々な方に授業を展開していた

だきたい。 

 

４ まとめ 

現実の世界において起こった問題を数学の授業

で扱うことは非常に有意義であると同時に、授業

を行うことの難しさを含んでいる。 

特に今回の教材に関しては、秋田県の身近な話

題であるために生徒の関心も高く、効果が高かっ

た。 

扱う教材が事実であるために、授業での取り扱

い方について注意が必要だった。 

 

付記 

高等学校第2学年生徒を対象として実施した模

擬授業までに得られた研究成果については、秋田

大学教育実践研究紀要(第45号)に「数学的モデル

化過程を重視した数学授業の考察：高等学校数学

科「三角関数」を事例として」として論文を投稿

し、掲載予定である。 

高等学校第3学年生徒を対象として実施した公

開授業については、あきた数学教育学会の令和 5

年度総会および令和5年度あきた数学教育学会誌

において発表の予定である。 
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